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○定年退職職員再雇用規程


（目的）
第１条　この規程は、社会福祉法人福津市社会福祉協議会職員就業規程（平成14年社協規程第２号。以下「職員就業規程」という。）第32条の規定に基づき、職員の再雇用に関し必要な事項を定め、定年退職者の能力の有効活用と生活の安定を図ることを目的とする。
２　本規程に定めのないことは、職員就業規程を準用し、あるいは労働基準法（昭和22年法律第49号。）その他関係法令の定めるところによる。
（定義）
第２条　この規程において、使用する用語の意義は当該各号に定めるところによる。
(１)　定年退職者　職員就業規程第31条の規定により定年退職した者をいう。
(２)　再雇用　定年退職者を引続き雇用することをいう。
(３)　再雇用職員　前号の規程を適用される者をいう。
２　この規程は臨時職員及び常勤嘱託職員並びに非常勤嘱託職員には適用しない。
（適用）
第３条　本規程は満60歳の誕生日の属する年度の末日をもって定年退職した職員であって、定年退職後も引続き雇用されることを希望する職員に適用する。ただし、職員就業規程第39条の解雇の事由に該当する者は除く。
（再雇用の期間）
第４条　再雇用の期間は、再雇用された職員の満65歳に達する年度の末日までとする。
２　再雇用職員が希望するときは、１年を超えない範囲内の期間を定めて再雇用を更新することができる。
（再雇用の手続き等）
第５条　再雇用を希望する定年年齢に到達する職員又は再雇用の更新を希望する再雇用職員は、会長に対して、次に掲げる書類を所定の日までに提出しなければならない。
(１)　社会福祉法人福津市社会福祉協議会再雇用申請書（別記様式）
(２)　その他会長が必要と認めた書類
（勤務時間）
第６条　前条の規定により再雇用された職員の勤務時間は、休憩時間を除き、４週間を超えない期間につき１週間当たり38時間45分を下らず、40時間を超えない範囲内とする。
（休憩時間）
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)第７条　再雇用職員の休憩時間は、職員就業規程を準用する。
（休暇）
第８条　再雇用職員の休暇は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇及び介護休暇とする。
２　再雇用職員の年次有給休暇、病気休暇、特別休暇及び介護休暇は職員就業規程第23条の規定を準用する。
３　再雇用職員が定年退職時に保有する年次有給休暇は、再雇用後に持ち越すこととし、付与日数の計算上の勤続年数は定年前と通算する。
（役職就任）
第９条　再雇用職員の職については、会長が都度決定する。
（給与等）
第10条　再雇用職員の給与等の額は、定年時の７割を目処として、予算の定めるところによる。
２　再雇用職員の給与の支給方法は、一般職員の例による。
３　再雇用職員には、退職手当を支給しない。
（定期昇給）
第11条　再雇用職員の定期昇給は、行なわないものとする。
（委任）
第12条　この規程の施行に必要な事項は、会長が別に定める。
附　則
この規程は、平成31年２月19日から施行する。
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)別記様式（第５条関係）

社会福祉法人福津市社会福祉協議会再雇用申請書


年　　月　　日　


　　　社会福祉法人福津市社会福祉協議会
　　　会長　　　　　　　　　　　　　殿


所属　　　　　　　　　　　
職名　　　　　　　　　　　
[bookmark: _GoBack]氏名　　　　　　　　　　


　私は、定年退職後の【再雇用・再雇用期間の更新】を希望しますので、社会福祉法人福津市社会福祉協議会定年退職職員再雇用規程第５条の規定により、申請いたします。
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